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熊本地震により亡くなられた方々に深く哀悼

の意を表しますとともに、被災された皆様に心

よりお見舞い申し上げます。 

代表の渋谷雄一さんに利用者の様子などをお

聞きしました。 

渋谷：高校２年生のＡさん、

高校生活での様子を知る

と、とても嬉しく頼もしく

感じます。立ち振る舞いや

態度がしっかりとしてい

るＡさんは年下の子ども

たちや周りの子のお手本です。  

中学１年生のＢさん、中学校に進学し、陸

上やスイミングに汗を流しています。スポー

ツに全力で打ち込む中で、顔つきも一段と

凛々しく頼もしくなったと感じます。これか

らも自分の「好き」や「得意」を伸ばしなが

ら、素敵な中学校生活を楽しんでくださいね。 
 
この１ヶ月の行事について 
 
７月４日（土）放デイ合同運動会 

広川町自立支援協議会の呼びかけにより各事

業所が集う合同運動会が開催されました。普段

のデイ活動とは異なる大規模な集団の中で、ル

ールを理解して行動することや、協調性を育む

貴重な機会と

なりました。ま

た、他事業所の

児童・スタッフ

との交流を通

し、社会性を広

げる良い場に

もなりました。

対抗リレーで

は、子どもたちとスタッフが一丸となってバト

ンをつなぐことができました。みんなで声を掛

け合って応援し合い、絆が深まった素晴らしい

一日となりました。 

（利用者＜子どもたち＞１４人、活動参加者１４人） 
 

７月１８日（土）広川ダム公園 

夏休み最初のイ

ベントとして、広

川ダム公園に水

遊びに行きまし

た。冷たい川水に

足を浸し、水鉄砲

で掛け合ったり、

川底にいる小さな魚やカニを探したりと、五感

をたくさん使って自然を満喫しました。また、

楽しく遊ぶ一方で「川での安全な過ごし方や危

険性」についても

事前にしっかり

確認し、身をもっ

て学ぶ大切な時

間となりました。

これからも安全

に配慮しながら、

季節ならではの体験を届けてまいります。 

（利用者＜子どもたち＞１２人、活動参加者１２人） 
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７月２１日（土）ふるさとわらべ館 

体験型ミュージアム「ふるさとわらべ館」へ

出かけました。施設内では、遊具を順番に譲り

合ったり、使ったおもちゃを元の場所へ片付け

たりと、みんなが気持ちよく過ごすためのルー

ルを意識して行動することができました。おま

まごとコーナーでは、ハンバーグやアイスクリ

ームを「どうぞ！」とスタッフに振る舞ってく

れる可愛らしい姿も。また、昭和レトロな学校

の教室を再現したお部屋では、用意された本を

じっくり読んで静かに過ごす様子も見られ、そ

れぞれのペースで充実した一日を過ごすことが

できました。 

（利用者＜子どもたち＞１５人、活動参加者１５人 
 

７月２２日（水）夏まつり 

施設内で「ＨＩＲＯキッズ 夏まつり」を開

催しました。ビニールプールいっぱいのスーパ

ーボールすくいでは、ボールをしっかり目で追

うことや、手首でポイを上手にコントロールし

ながら挑戦。破れやすいポイを工夫して扱い、

何度もすく

い上げる名

人も見られ

ました。ほ

かにも、ね

らいを定め

る射的コー

ナーや、わくわくする景品付きの魚つりコーナ

ーなどを設置し、夏まつりならではの賑やかで

特別な時間をみんなで満喫しました。 

（利用者＜子どもたち＞１５人、活動参加者１５人） 
 

７月３１日（金）おおぶちげんき館カレー作り 

ぐろーあっぷの放デイ

を利用している皆さんと

合同で、カレー作りを行

いました。調理工程を分

担し、作業手順書を確認

しながら協力して取り組むことができました。 

（利用者＜子どもたち＞１５人、活動参加者１５人） 

８月１日 九州芸文館鉄道イベント 

「鐡道物語２０２６動輪

の軌跡とＮゲージ鉄道模

型博」へ行きました。子ど

もたちは、新幹線やドクタ

ーイエローなどの展示物

ひとつひとつに興味を示

していました。ミニ電車に

乗車すると嬉しそうに笑顔を見せてくれました。 

（利用者＜子どもたち＞１４人、活動参加者１４人） 
 

――今後の予定について聞かせてください。 

渋谷：今月、来月もいろいろイベントやお出か

けをご用意しています。 

【今月～来月の予定】 

8月22日（土）映画鑑賞・工作活動 

8月29日（土）水遊び・工作活動 

9月 5日（土）広川ダム公園 

9月１２日（土）ふるさとわらべ館 

9月１９日（土）浦山公園（久留米） 

9月2６日（土）福岡県青少年科学館 
 

――ＨＩＲＯキッズスタッフより―― 

子どもたちのお手本となれるよう心掛け行動

しています。子どもたちが、やり方や疑問に思

ったことに答えられるようなスタッフを目指し、

学んでいきたいです。   綾戸 裕成 先生 
 

ＨＩＲＯキッズホームページのご案内 

ご利用案内や、こ

ちらの「ひろば」

を、ぜひご覧くださ

い。 

スマホもＯＫです！ ひろきっず 
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代表の渋谷雄一さんに利用者の様子などをお

聞きしました。 

渋谷：児童発達支援のＡさん、ぐろーあっぷの

「チャレンジタイム」では、一人ひとりの発

達段階に合わせた課題に取り組みます。この

日は椅子にロープを括り付けたコースを作り、

ジャンプしたり、跨いだり、くぐったりしま

した。この時、子どもたちには忍者になりき

ってやってもらいました。Ａさん、自分の順

番まで、座って待つことができています。 
 
この１ヶ月の行事について 
―この１ヶ月のようすを聞かせてください。 

７月７日（火）七夕飾り、短冊（放デイ） 

七夕の日、笹に飾り付けをして短冊に願い事

を書きました。折り紙を折る・切るという工程

は、手指の発達や目と手の協応を養います。 文

字見本を見ながら一生懸命書いている子からは

日頃の練習の成果が感じられ、家族の似顔絵を

嬉しそうに描く子の姿も見られました。 本物の

笹竹ならではの葉の音、特有の香りや触感も、

五感を優しく刺

激する貴重な体

験となったこと

でしょう。みんな

の願い事が叶い

ますように。 
 

７月２４日（金） 運動遊び （児童発達） 

指示理解と口

の運動を目的と

した運動療育プ

ログラムを実施

いたしました。 

同じ色のカード

を集める活動で

は「何色か」を言葉で答える機会を作り、語彙

の表出を促しています。また、ストロー吹きゲ

ームでは 2人 1組で協力・勝負しながら、楽

しく口の筋力を動かすことができました。 事

前に全体のスケジュールを共有したことで見通

しを持つことができ、全員が最後まで落ち着い

て次の活動を待つことができていました。 
 
７月２４日（金）クッキング ランチ作り（放デイ） 

 クッキングの取り組みとして、お味噌汁、わ

かめの酢の物、フルーチェ作りを行いました。 

子どもたちはスタッフの注意や約束事をしっか

りと聞き、包丁などの器具もルールを守って安

全に使用することができていました。家庭から

ご用意いただいた白ご飯と一緒にいただく手作

りのお昼ごはんは、

自分たちで頑張っ

て作った分、一層

美味しかったよう

です。  
 

ＨＩＲＯキッズ「ぐろーあっぷ」は児童発達支援と

放課後等デイサービスの多機能型です。２０２４年

８月からスタートしています。 
 

ぐろーあっぷのホームページのご案内 

スマホからも 

ＯＫ！ 
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